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様式3

論文 内容の要 旨

〔題名

<主婦>再考一女性がケア主体化するメカニズムに着目して

学位申請者 藤田嘉代子

わが国は両性の平等が理念的に植われながら、ケアワークをもっぱら女性に負わせる性別分業社会である。教育や

雇用の面でジェンダーの格差は取り除かれつつあるものの、ケアが家庭の中で私的に行われるという家族主義のため

に、仕事を持った女性の約6割が出産を機に離職し専業主婦になる状況は現在も続いている。

本論文においては、性別分業社会において、女性がケア主体になるという水路付けがどのように行われているか、

行為者の立場から分析を行いそのメカニズムを明らかにしたものである。具体的に着目した点は、家事育児実践とラ

イフコースをめぐる選択である。

本論文における家事研究は、従来の生活時間調査等数量的なデータの分析に拠らない、ジェンダーと主観性に着目

した家事分担の質的研究である。父親による家事は、効率的にできる、判断のいらない家事である傾向が強く、母親

による家事は家事や育児をマネジメントすることも含めた包括的なケアであった。このような家事内容の違いは、育

児期に入る前から、差異付けられており、父親たちは実践的な家事に関する経験が積む機会のないままに子育てとい

う現場に立っていることが明らかになった。

ライフコースをめく'る選択に関しては、学卒後の仕事を離職し専業主婦になった女性たちの「選択」と、専業主婦

から再就業しようとする女性を中心に、仕事と子育てのある暮らしがどのように構築されているかをインタビューデ

ータから明らかにした。多くの女性たちにとって就業継続するかどうかの判断は、妊娠し子どものケアに責任を持つ

ということと、職務上の責任が対立的に捉えられ、退職は不可避的な選択として行われていた。多くの女性たちは、

専業主婦であるというアイデンティテイは一時的なものであると捉えており、 「子どもの手が離れたら再就職」とい

う見通しを持っていた。しかしながら、一且築かれた子育てライフスタイルは固定化される傾向がある。そもそも就

業と両立が不可能と判断した彼女たちは、再就労のためのサポート資源を欠いている状況にある。実際再就労した女

性たちは、仕事と子育てという生活を組み立てるのに際し、夫や親族、購買力という就業継続者の多くが持つ資源を

欠き厳しい子育てを強いられていた。

このような分析から、女性がケアを引き受けることを自明視する社会にあって、ケアを担う存在となったことが、

経済的な不利益を生み、さらにケアを自己の責任として担い続けることになる、という性別分業社会の循環的なサイ

クルが明らかにされた。このような状況を変革するためには、女性が行っているケアに対する価値付けを変えていく

こととケアの社会化が必要である。
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